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Forest resources, as source of building materials, influence obviously the development of building types. 
The half-timber construction shows also a strong reciprocity with the past decline of forest in Europe. 
The flourishing medieval civilization, fully dependent on wood, caused the forest resource shortage. The 
consumption of firewood and construction lumbers was legally controlled. The half-timber framings that 
can realize large multi-story buildings with posts and beams were considered material saving 
construction in towns. This paper discusses the development of half-timber construction from the 
viewpoint of historical forest resource management. 
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１． 研究の目的とその方法 
かつてヨーロッパ全土は森に覆われていたが、中世都
市の発展において多くの森林を消費し木材不足にまで至
った。この研究ではその森林資源を消費して成立したと
考えられるハーフティンバー構法に注目し、どういった
資源状況の影響を受けて構法成立に至ったかを考察する。
それをもとに建築構法と材料となる資源の関係の可能性
を探るものとする。 
この研究により森林資源状況に応じた建築構法の変化
というものを明らかにし、また建築構法の変化が社会に
与える影響について考察する。そこから資源状況を含め
た建築計画というものを考える契機となることを目標と
する。 
そこで研究の方法として、森林資源と建築構法の成立
の関係性について探るため 
①建築構法の特徴 
②当時の森林資源とその利用 
の２つの側面から捉える。そこから双方の要点を対応
させ考察をしていく。 
 
２． ハーフティンバーとは 
（１）構法成立をとりまく状況 
ハーフティンバー成立の場となるヨーロッパは争いが
絶えない地である。ドイツも例外ではなく、ゲルマン民
族の移動に始まりフランク王国から神聖ローマ帝国成
立・崩壊まで多くの国が寄せ集まり、征服や独立などを
繰り返していた。そのため平穏な暮らしとは言えず、都
市を守る城壁と領主の保護が重要であったとされる。ま
た農法の改良をうけて人口が急激に増加し、城壁によっ
て限定された都市内部の土地は不足していたと考えられ
る。（図１）また均等相続の文化を持つ地域では、相続
の際に土地を分割するため、家屋をより高く・広くとい
う欲求が芽生えたと推測する。これらはハーフティンバ
ー構造の積層させる特徴の一因だったのではないかと考
え、構法について詳しく述べる。 
 
 
図 1 チュービンゲン市中心部 
 
（２）ハーフティンバーについて 
ハーフティンバー構法は柱と梁でフレームを組み空間
をつくっている軸組造（Timber-Frame Construction）の一
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つであり、日本では木骨造・木骨構造などと呼ばれてい
る。骨組みにはブナやナラの広葉樹が使われた。1450 年
から 1600 年にかけて通し柱形式から管柱形式への転換
が起こり、それにより各階を積層することができた。ま
た床梁のキャンチレバーによる上層階のはね出しも特徴
的である。フレームの間には装飾的な筋交いや土壁・レ
ンガ壁などが詰められ、ハーフティンバーが栄えた時期
には多くのパターンによって都市を彩った。（図２） 
 
 
図 2 ハーフティンバー構造の家屋とその軸組模型 
 
（３）建築構法の変遷とログ構造との相違点 
ハーフティンバーの特徴は構法成立の要因に深く関わ
りがあると考え、ハーフティンバー発生以前からあるロ
グ構法とハーフティンバーの特徴を比較し、大きく３点
の違いを取り上げる。 
a）木材が少量に抑えられる 
木材を水平に積層させ壁を作ることで空間を生むログ
と比べると、短い材を接合することでフレームを作り、
面を非木材で埋めることができるハーフティンバーは圧
倒的に木材の量を減らすことができると考える。 
b）木材の利用制限が少ない 
幹がまっすぐな針葉樹かつ、ある程度長い材が要求さ
れるログ構造とは違い、細かく材を分節できること広葉
樹の特徴である枝分かれした幹も利用ができたのではな
いかと推測する。 
c）建築物を広くすることができる 
高密化した都市においてハーフティンバーは階層を積
むことができ、また床梁のキャンチレバーによって上階
の床面積を増すことができる。 
これら３つのハーフティンバーの効果とも言える特徴を
踏まえて森林資源の状況に目を向け、建築構法成立の役
割について考察する。 
 
３． 森林資源とその利用 
（１）森林資源の危機 
ハーフティンバーの材料となる木と森は、ハーフティ
ンバーの出現当時には発展の道具のように扱われていた。
中世において燃料といえば木であり、特に製鉄業・製塩
業・鉱山業は木材を燃料として大量に消費し、多くの森
を消滅させてきた。また戦争は燃料や用材として多くの
木材が必要となり、森林のほとんどないオランダやイギ
リスの船の建造のため木材の輸出が発展し、木材の価値
が明らかになった。 
農業も森林伐採を進める要因であった。三圃式農地や
重い犂の使用、馬の畜力への利用による農業の改良によ
って、未開の土地や広い範囲の耕地を耕すことが出来る
ようになり、人々や領主は原生していた森を開墾して農
地を拡大した。一方畜産において豚の価値は材木より高
く、その飼料となるドングリなどをおとすナラ・ブナな
どは保護された。 
このようにして森は荒廃していき、当時森林の再生は
自然のサイクルに任せていたため、森林の再生速度を上
回り森林資源は不足したと考える。（図３） 
 
 
図 3 中央ヨーロッパの 900 年、1900 年の森林 
 
（２）森の利用権の制限と建築 
この森林資源枯渇が騒がれている当時、ハーフティン
バーに使われる建築の木材はいかにして入手できたのか。
それは中世の社会構造と前述の産業に深く関係する。 
a）法による森林の利用権の規制 
封建社会である中世において、森は領主と農民が共同
で利用していた。森の利用権を守りたい民衆と産業を発
展させたい支配者である領主諸侯は、度々森の利用に関
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して利害が対立し合った。そこで森の利用制限として、
ヴァイステューマー（中世習慣法）とフォルスト条例が
発令された。 
両方とも森林の利用を取り決めていたことには違いな
いが、ヴァイステューマーは主に共同耕作を行っていた
マルク共同体が取り決め、財産分割や結婚など、日常生
活の規定とともに森の利用の方法を決定していた。フォ
ルスト条例は領邦国家君主が発令し、主に国の発展のた
めの木材確保として利用制限を発令したものである。 
これらの具体的な森の利用制限とは、伐採する木の決
定やそれらを運び出す日時や運ぶ荷車の報告、森に豚を
追い込んでいい頭数など非常に細かく指定をされていた。 
b）建築に対する森林の利用の制限 
この森の利用を制限する法は、建築においても木材の
利用を制限した。これから家を建てようとする人は、利
用する木材の本数を役人に報告しなくてはいけなかった。
図４はニュルンベルク市の森役所にあてた建築用木材の
割り当て申請書である。この旅館の立替え計画には 140
本もの丸太が必要だとされ、書類を判断材料として森役
所を通して建築への木材の利用制限を受ける。 
 
 
図 4 建築用木材の割り当て申請書（1717 年） 
 
４． 森林資源と構法成立の関係性 
産業を含む人間の活動によって森林が減少したこと
は確かであり、それによって木材不足を感じた人々、
特に領邦諸侯は今後自らの利用したい量の森を確保す
るべくヴァイステューマーやフォルスト条例など森林
の利用に関する制限を事細かく設けた。 
この木材の利用制限により、強制的に少量の木材で
建築を造らなくてはいけないという背景がわかった。
特に建築は、利益の入る産業とも交易の材料ともなら
ず、木材の利用のなかで低い優先順位にあったのでは
ないかと考えられる。 
その限られた資源の状況において“ハーフティンバ
ーの効果” は非常に大きかったのではないか。フレー
ムのみに木材を使うことでログ構造などに比べて木材
の使用量の大きな削減が可能になり、また部材の大き
さも比較的小さく短くできたことから短い材などの木
材の有効活用へと繋がったのと考える。さらにハーフ
ティンバー構造は高密な都市の問題に対応して空間を
生み出した。管柱に変化することによって各階を積層
させ高さを増し、また床梁を桁より外側にはね出して
床面積を広くすることができた。 
こうしてハーフティンバーは慢性的に森林資源不足
に悩む中央ヨーロッパに受け入れられ、商人や職人を
技術の媒介にして各地に広まり、当時のヨーロッパの
主要な構法になったのではないかと推測する。 
 
５． さいごに 
中世の始まりにおいて、木はまだ木材ではなかった。
推測する。木は燃料源や放牧地として、また食料を生み
出す土地としてとしかほとんど認識されておらず、特に
建築用材として重要視されてはいなかったと思われる。
その認識が変化したのは、森林の枯渇の可能性を認識し
たことが原因ではないか。人々は過剰放牧の禁止や森林
を保護すると同時に、木材の利用方法を見つめなおした。
しかし最も森林を伐採していた産業は、その利益を得る
権力を持つ人（時として森林の利用を制限する立場にあ
る人）が囲いこんでおり、そこで目を向けられたのが生
活に関わる日常的な利用であった。 
特に建築においては、木材の使用量まで報告させ木材
の利用量と利用方法を監督していた。その時にハーフテ
ィンバーという構法が伝わり、ログ構法など当時すでに
ある構法よりも木材の使用量削減が出来るということか
ら、ハーフティンバーの構法は活用されたと考える。こ
のことからハーフティンバーとは、木材不足やそれに伴
う領主諸侯の森林資源管理によって圧力を加えられ、木
材の使用を可能なまで減らそうとした結果の構法である
と考察する。つまり森林資源の状況に対し、人々はハー
フティンバーという新しい建築構法によって問題に対応
したと考える。 
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